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越谷市新モビリティサービス協議会の
取組について

越谷市都市計画課
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地域公共交通は、国民生活や社会経済活動を支える社会基盤である
一方、人口減少や少子化、マイカー利用の普及やライフスタイルの変
化等による長期的な需要減により、その持続可能性の確保が課題と
なっています。
今まで本市においては、鉄道及びバスなどの乗合交通が利用しづら

い地域を解消するため、「ミニバスの試験運行」や「予約型乗合タク
シーの実証運行」などの取り組みを行ってまいりましたが、どちらの
取り組みについても利用者が少なく、持続可能性の確保が難しい結果
となりました。
このような状況の中、地域公共交通の抱える課題を踏まえ、地域の

多様な関係者の「共創」により、誰もが利用しやすい持続可能な公共
交通ネットワークの形成を推進し、利便性・生産性・持続可能性を高
めることが必要であると考えています。
また、デジタル技術を活用し、利用データの連携・利活用等により

地域が抱える様々な課題を解決することが必要であると考えています。

１．協議会設立の経緯

●設立経緯
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●参画事業者等

団体名選出区分

越谷市地方公共団体

東武鉄道株式会社

公共交通事業者

東日本旅客鉄道株式会社

朝日自動車株式会社

茨城急行自動車株式会社

国際興業株式会社

株式会社ジャパンタローズ

東武バスセントラル株式会社

越谷市市管理構内協議会

埼玉県乗用自動車協会東部中央ハイタク協議会

一般社団法人ICTまちづくり共通プラットフォーム推進機構関係事業者及び団体

関東運輸局埼玉運輸支局
その他必要と認める者

埼玉県企画財政部交通政策課
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２．これまでの取組

●実証実験等

①ミニバス試験運行
H26.9.1～H27.2.28（６か月間）
利用者5,043人（28.6人／日）
※利用率 約14％

②予約型乗合タクシー実証運行
R3.6.1～R3.11.30（６か月間）
利用者525人（4.2人／日）
※利用率 約 6％

③バス・タクシー共通利用券（65歳以上）
R3.6.1～R4.2.28（９か月間）
利用枚数 約168万枚
※利用率 約61％
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意見交換会：R5.1～R5.9 参加者 441人（13地区）
アンケート：R5.9 回答者1,106人

【主な意見】

・福祉的視点
（高齢者や免許返納者への支援）

・バス・タクシー共通利用券の配布
・休止バス路線の復活
（せんげん台駅から市立病院等）

・新規交通検討地域への対策
（コミュニティバス・乗合タクシー運行等）

●市民の声
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全ての年代・地域で「福祉的視点」と回答する人が
最も多いという結果になった。

●意見交換会及びアンケート調査の意見集計結果（一部抜粋）

どのような視点での取組みが重要か
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※回答の多い選択肢を抜粋

4%

11%

50%

28%地理的視点（乗合交通が利用しづら
い地域へ向けた視点）

福祉的視点（高齢者等へ向けた視点）

都市計画的視点
（都市づくりと連携した視点）

意識変革視点（公共交通の利用を
心がける意識の醸成の視点）

継続して実施することが必要と思われる取組み

・年代別では、若年層は「乗合交通が利用しづらい地域におけるバスの運
行」が、高齢者は「バス・タクシー共通利用券の配布等」が最も多い

・意見交換会とアンケート調査の意見数を合算すると、「バス・タクシー
共通利用券の配布等」が全体の27％で最も多い

※回答の多い選択肢を抜粋
※複数回答可のため100％を超えている
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47

6

61

528

229

476

意見交換会 アンケート

【アンケート問4-2「継続して実施することが必要と

思われる取組」と意見交換会の要望数を合算】

乗合交通が利用しづらい
地域におけるバスの運行

乗合交通が利用しづらい地域に
おける予約型乗合タクシーの運行

バス・タクシー共通利用券の配布等

25%

11%

27%
36%

18%

51%

50%

25%

50%

51%

18%

34%

【年代別】 15～34歳 35～64歳 65歳以上

乗合交通が利用しづらい
地域におけるバスの運行

乗合交通が利用しづらい
地域における予約型乗合
タクシーの運行

バス・タクシー共通利用
券の配布等
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チケット方式 から チケットレス方式 への転換
～ 利便性の向上 経費の削減 利用実績の活用 ～

連携した
カードで
割引認証

利用者にとっても・・・

利用者

転売や不正利用
の恐れも！

交通事業者、市にとっても・・・

確認、支払

利用実績を
データ転送 交通

事業者

紙チケットの印刷、郵送、集計、請求
…その他、人件費含め経費が増大！

市職員

チ
ケ
ッ
ト
方
式

チ
ケ
ッ
ト
レ
ス
方
式

データで確認、支払

BUS

BUS

半自動で集計、報告、請求

出典 ジチタイワークス 前橋市の事例記事を引用修正

＞＜ ＞＜

⌒ ⌒ ⌒⌒

※利用状況等のデータ収集も可能！
⇒利用状況に基づいた補助の検討が可能

経費削減効果
８割見込み

紙チケットの半
券を集計・貼付
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３．今後の方向性

市民の声も多く、事業の効果も高い

高齢者への運賃補助（チケットレス）を行い、

「福祉的支援」に取り組む
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●今度の取り組み
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４．事業概要

●対 象 者

本市在住の７５歳以上の方（約５３，０００人）

●運賃補助額

バ ス：１乗車につき１００円割引（上限なし）
タクシー：１乗車につき５００円割引（上限あり）

※金額は年間６,０００円／人を想定
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交通系ＩＣカード（Suica、PASMO）を活用

●チケットレスの仕組み

●バスの利用方法

●タクシーの利用方法

①交通系ＩＣカードをスマートフォンにタッチ
②補助対象者であるかを判定
③対象者の場合、運転手が割引を適用（運賃補助）

④既存の支払い方法（現金、クレジットなど）で支払
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①交通系ＩＣカードを車載器にタッチ
②補助対象者であるかを判定
③対象者の場合、自動で割引・支払（運賃補助）
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●運賃補助を受けるための要件（対象者）

①交通系ＩＣカード及びマイナンバーカードの取得

②交通系ＩＣカードの「ＩＤ番号」と、マイナンバーカードの
「生年月」、「居住地＝越谷市」の情報を連携

●「交通系ＩＣカードの購入方法」、「交通系ＩＣカードとマイナンバー
カードとの連携方法」等について、広報、市ホームページ等で周知

●市役所等に登録窓口を設置し、交通系ＩＣカードとマイナンバーカード
の連携方法等を説明

★周知、登録支援★
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令和７年度中の運用開始を目指す

運賃補助（チケットレス）について
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●運用開始
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